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在宅における保険薬局薬剤師への社会的要求は、
緩和医療・ターミナルケア・ＨＰＮ・休日夜間対
応など年々高まっている。また地域連携の中で多
職種間の情報共有は不可欠であるが、薬剤師に
とって、通常業務にプラスして多くの事務作業が
負担になっている現状がある。

今回当薬局グループでは、在宅業務支援システ
ムを三菱電機インフォーメーションシステムズ
(株)と共同開発をしたので報告する。

【はじめに】
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１．居宅訪問時にモバイル薬歴を持参することで

薬歴情報を参照した的確な服薬指導が可能と

なること。

２．訪問中に薬歴入力ができること。

３．薬歴記載情報を医師や他職種への情報提供書

に自動的に移行できるようにすること。

４．指導計画書・服薬情報提供書の入力項目を極

力選択方式にすることで、事務作業の省力化

をはかり薬剤師の本来業務に注力できること。

【目 的】
２



41

116

230

51

62

79

0

50

100

150

200

250

300

350

2007年7月 2008年7月 2009年7月

個別

施設

在宅における薬剤師への社会的ニーズは年々増加
しており、効率的な活動が不可欠である。

在宅患者数推移

緩和ケア 2件
ＨＰＮ 5件
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１．通信速度・セキュリティーなどの問題で、

訪問時に患者薬歴をモバイル端末に移行

する方法とした。

２．服薬情報提供書は共通化を目的に日薬資

料B3(１)(例２)などに準じた。

３．薬歴の記載内容をできる限り報告書に、

そのままリンク出来るようにした。

４．薬学的管理指導計画書については前回計

画書を参照修正することで省力化した。

【方 法】 ４
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１.モバイル薬歴を携帯することで

①より適切な服薬指導･管理をすることができた。

②訪問スケジュールの合間に入力することで帰局

後の事務作業の軽減と効率の良い稼働ができる

ようになった。

【結果・考察】

２．薬歴入力内容とのリンクで指導計画書、服薬情報
提供書の作成時間の大幅な短縮ができた結果

①1日に訪問する患者数を増やすことができた。
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②訪問滞在時間の延長が可能になり、より緊密

な患者対応で、信頼関係を築き易くなった。

③医師訪問やケアマネージャーとの連携、カン

ファレンス参加などの時間確保が容易となり、

より緊密な多職種連携ができるようになった。

④残業時間の短縮ができた。
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【今後の課題】
１．モバイルに移行した薬歴データを薬局でも参照で

きる必要がある。
２．移行時のダウンロード時間の短縮。
３．報告書フォーマットに文字数制限があるため必要

な情報が別紙になることがあり改善を要する。
４．報告書の薬歴入力内容とのリンク項目を増やし自

動化を加速すると共に前回との継続性を高める。
５．最終的には休日夜間対応電子薬歴参照システムと

の共通化で、いつでもどこでも緊急時に対応可能
を目標にする。

６．モバイル薬歴をより有効に使用するために、２人
１組での訪問や、運転手との同行など人員配置の
検討の余地あり。
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